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１ 学習目標 
実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な衣食住に関する基礎的な知識と技術を習得するとともに家庭の機

能について理解を深め、課題を持って生活をよりよくしていこうとする能力と態度を育てる。住まいの基本的な役割につい

て理解し、様々な生活によって住まい方の工夫があることを知る。家庭内事故の種類や原因を知り、安全な住まい方を工夫す

る。災害に備えて、室内を安全に整備する必要性や方法について理解する。毎日の食事に関心を持ち、簡単な日常食の調理が

できる。食品や調理の安全、衛生について理解し、実践できる。生鮮食品や加工食品の特徴や表示方法、保存方法について知

る。日常の生活に必要な小物を工夫し、製作する技術を身に付ける。消費生活の仕組みを知り、よりよい消費生活を送るため

の消費者としてのあり方を考える。 

 
２ 使用教科書・教材 

開隆堂 技術・家庭 「家庭分野」 

３ 学習内容および学習時期の目安 

 単元名 学習内容（教科書項目名） 

１学期（４～７月） 

２学期（８～１２月） 

衣・住生活 布物の製作 

食生活  

生活を豊かにするものの製作（ﾐｼﾝ製作実習） 

中学性に必要な栄養素 様々な食品とその選択   

日常食の調理（調理実習） 持続可能な食生活 

３学期（１～３月） 住生活 

 

住まいの働きと心地よさ 安全な住まい 

 

４ 評価規準およびその方法 

 評価規準 評価項目・方法 

知識・

技能 

製作するものに適した材料や縫い方について理解している。また、用具を安全に扱い、適切

に製作することができる。食品の安全と衛生に留意した管理について理解しているととも

に適切に選択できる。肉、魚、野菜に適した加熱の仕方について理解しているとともに基礎

的な日常食の調理が適切にできる。地域の食文化について理解している。住居の基本的な機

能や家族の生活と住空間とのかかわりについて理解している。家庭内の事故の防ぎ方など、

家族の安全を考えた住空間の整え方について理解している。自然災害への事故の防ぎ方な

ど家族の安全を考えた住空間の整え方について理解している。 

定期考査 

ワークシート 

作品 

作業時の安全 

道具の使い方・ 

片づけ方 

思考・ 

判断・ 

表現 

資源や環境に配慮し、生活を豊かにするため物の製作計画や製作について問題を見出し、解

決策を構想し、実践を評価、改善し考察したことを論理的に表現している。 

食品の選択について問題を見出して課題を設定し、その解決策を構想し、実践を評価、改善

し、考察したことを論理的に表現している。社会や環境に配慮した食生活について問題を見

出して課題を設定し、考え、工夫している。 

住生活について問題を見出して課題を設定している。社会や環境を配慮し、家族の安全を考

えた住空間の課題について、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的

に表現している。 

定期考査 

ワークシート 

作品の表現 

 

主体的

に学習

に 

取り組

む態度 

よりよい生活の実現に向けて生活を豊かにするための製作について、課題の解決に主体的

に取り組んだり、振り返ったりして生活を工夫、創造し、実践しようとしている。 

食品の選択について、課題の実践に主体的に取り組み、よりよい生活の実現に向けて、食品

の選択について振り返って改善し、生活を工夫し創造し、実践しようとしている。よりよい

食生活を目指して食事の役割や栄養、献立、調理などについて工夫し、創造し、実践しよう

としている。 

住居の機能と安全な住まい方について課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改

善したりして生活を工夫し創造し、実践しようとしている。 

ワークシートの 

記述内容 

実習中、授業中の

様子 

実習、授業の振り

返り 

定期考査 

作品の進度・ 

提出期限 

 


